
「
青
人
草
」

と

「
蒼
生
」

ー
記
紀
神
話
と
中
国
古
典
の
関
係
|

一
、
は
じ
め
に

神
話
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
の
起
源
や
存
在
理
由
を
語
る
も

の
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
神
話
も
例
外
で
は
な

く
、
神
々
の
生
成
や
国
土
の
創
造
、
五
穀
や
天
皇
の
寿
命
な
ど
の
起

源
が
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
意
外
な
こ
と
に
『
古
事
記
』
に
は
人

間
の
起
源
に
関
す
る
記
述
は
一
切
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
古
事

記
』
に
お
い
て
人
間
は
で
つ
つ
し
き
青
人
草
」
と
呼
ば
れ
、
「
葦
原

中
国
」
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
突
如
登
場
す
る
。

A 

黄
泉
ひ
ら
坂
の
坂
本
に
到
り
し
時
に
、
其
の
坂
本
に
在
る
桃
子

を
三
箇
取
り
て
待
ち
撃
ち
し
か
ば
、
悉
く
坂
を
返
り
き
。
爾

く
し
て
、
伊
耶
那
岐
命
、
桃
子
に
告
ら
さ
く
、
「
汝
、
五
口
を
助

け
し
が
如
く
、
葦
原
中
国
に
所
有
る
、
、
つ
つ
し
き
青
人
草
の
、

苦
し
き
瀬
に
落
ち
て
患
へ
惚
む
時
に
、
助
く
べ
し
」
と
、
告
ら

し
、
名
を
賜
ひ
て
意
富
加
牟
豆
美
命
と
号
け
き
。

堀

井

生

瑞

最
も
後
に
、
其
の
妹
伊
耶
那
美
命
、
身
自
ら
追
ひ
来
つ
。
爾

く
し
て
、
千
引
の
石
を
其
の
黄
泉
ひ
ら
坂
に
引
き
塞
ぎ
、
其

の
石
を
中
に
置
き
、
各
対
き
立
ち
て
、
事
戸
を
度
す
時
に
、

伊
耶
那
美
命
の
言
ひ
し
く
、
「
愛
し
き
我
が
な
せ
の
命
、
如
此

為
ば
、
汝
が
国
の
人
草
を
、
一
日
に
千
頭
絞
り
殺
さ
む
」
と
い

ひ
き
。
爾
く
し
て
、
伊
耶
那
岐
命
の
詔
ひ
し
く
、
「
愛
し
き
我

が
な
に
妹
の
命
、
汝
然
為
ば
、
五
日
一
日
に
千
五
百
の
産
屋
を
立

て
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
て
、
一
日
に
必
ず
千
人
死

に
、
一
日
に
必
ず
千
五
百
人
生
る
る
ぞ
。

B 

爾
く
し
て
、
其
の
兄
に
白
し
て
日
ひ
し
く
、
「
吾
は
、
伊
豆
志

哀
登
売
を
得
た
り
」
と
い
ひ
き
。
是
に
、
其
の
兄
、
弟
の
婚
ひ

し
こ
と
を
懐
悔
み
て
、
其
の
う
れ
づ
く
の
物
を
償
は
ず
。
爾
く

し
て
、
其
の
母
に
愁
へ
白
し
し
時
に
、
御
祖
の
答
へ
て
日
ひ
し

く
、
「
我
が
御
世
の
事
は
、
能
く
こ
そ
神
を
習
は
め
。
又
、
、
っ

吋

U
剖
割
問
川
割
を
習
へ
か
、
其
の
物
を
償
は
ぬ
」
と
い
ひ
き
。
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A
は
上
巻
の
黄
泉
国
訪
問
語
・
黄
泉
ひ
ら
坂
の
場
面
、

B
は
中
巻
の

応
神
天
皇
・
秋
山
の
神
と
春
山
の
神
の
記
事
で
あ
る
町
『
古
事
記
」

に
お
け
る
で
つ
つ
し
き
青
人
草
」
の
用
例
は
こ
の
二
例
、
「
人
草
」

は
A
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

で
つ
つ
し
」
は
「
現
実
」
。
「
青
人
草
」
が
神
と
は
異
な
る
「
現
実
」

の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
青
人
草
」
は

人
聞
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
青
人
草
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
た
い
。
「
古

事
記
』
に
お
い
て
突
如
と
し
て
登
場
す
る
人
聞
が
、
な
ぜ
、
草
に
た

と
え
た
よ
う
な
表
現
で
記
さ
れ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
仏
教
関
係
の
文
献
に
散
見

さ
れ
る
「
蒼
生
」
と
い
う
言
葉
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
人
聞
を

「
青
人
草
」
と
表
記
す
る
『
古
事
記
』
の
思
考
に
つ
い
て
考
察
し
て

}
V
/
¥

。
二
、
「
青
人
草
」
に
関
す
る
先
行
研
究

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
「
青
人
草
」
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
先
行
研
究
を
確
認
し
、
整
理
し
て

い
く
。本
居
宣
長
は
、
「
青
人
草
と
云
所
以
は
、
次
の
文
に
、
千
人
死

千
五
百
人
生
と
あ
る
意
に
て
、
草
の
禰
盆
々
に
生
茂
は
び
こ
る
に

警
た
る
稀
な
り
、
青
と
し
も
云
る
に
心
を
着
べ
し
」
と
、
「
青
人

草
」
は
一
日
の
う
ち
に
多
く
が
死
に
、
ま
た
多
く
が
生
ま
れ
て
く

る
「
人
」
の
様
を
、
青
々
と
生
い
茂
る
「
草
」
に
た
と
え
た
表
現
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
官
一
長
は
「
か
ら
固
に
蒼
生
斡
首
な
ど

云
意
と
は
、
い
た
く
異
な
り
、
ゆ
め
此
文
字
に
迷
て
、
意
を
と
り
あ

や
ま
る
こ
と
な
か
れ
、
書
紀
に
蒼
生
と
作
れ
た
る
は
、
た
ず
た
ま
た

ま
似
た
る
稀
の
文
字
を
取
れ
た
る
の
み
な
り
」
と
、
漢
籍
に
み
え
る

「
蒼
生
」
と
「
青
人
草
」
と
で
は
意
味
が
異
な
り
、
「
日
本
書
紀
』
に

「
蒼
生
」
と
あ
る
の
は
「
青
人
草
」
と
似
た
意
味
を
も
っ
文
字
を
選

ん
だ
結
果
、
た
ま
た
ま
漢
籍
に
み
え
る
「
蒼
生
」
と
同
じ
文
字
遣
い

に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
で
、
西
郷
信
綱
は
、
「
ア
ヲ
ヒ
ト
ク
サ
は
蒼
生
と
い
う
漢
語

の
訳
語
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
草
木
の
青
々
と
し
て
衆
い
こ
と

か
ら
比
験
的
に
人
民
・
百
姓
を
蒼
生
と
称
し
た
も
の
で
、
中
国
で
は

蒼
生
と
い
う
語
が
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
。
(
中
略
)
ア
ヲ
ヒ

ト
ク
サ
と
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
と
の
差
い
か
ん
が
問
題
に
な
る
が
、
ア
ヲ

ヒ
ト
ク
サ
の
方
が
次
元
の
一
つ
高
い
語
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
(
中
略
)
政
治
的
・
文
化
的
に
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
よ
り
次
元
の

一
つ
上
の
語
を
必
用
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
蒼
生
の
訳
語
と
し
て
ア

ヲ
ヒ
ト
ク
サ
と
い
う
語
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

〈
甘
回
J

か
」
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
蒼
生
」
と
の
関
連
を
指
摘
し

て
い
る
。

宣
長
説
と
西
郷
説
と
で
は
「
青
人
草
」
と
「
蒼
生
」
の
関
係
性
の

解
釈
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
引
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
青
人
草
」
は
「
人
」
を
「
草
」
に
た
と
え
た
表
現
で
、
「
蒼
生
」
と

2 



ぃ
、
ユ
漢
語
を
日
本
語
訳
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
っ
た
説
明
を
し
て
い

る
辞
書
や
注
釈
書
が
複
数
確
認
で
き
る
た
め
、
官
一
長
説
と
西
郷
説
を

合
わ
せ
た
も
の
が
定
説
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
三
浦
佑
之
は
、
「
青
人
草
」
と
い
う
言
葉
が

「
青
々
と
し
た
草
の
よ
う
な
人
」
と
い
っ
た
比
聡
表
現
で
あ
る
な
ら

ば
、
「
青
草
人
」
の
語
順
に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
「
青
人
草
」
は
「
青
々
と
し
た
人
で
あ
る
草
」
と
い
う

意
味
の
、
「
人
」
と
「
草
」
と
を
同
格
と
す
る
表
現
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

猪
股
と
き
わ
は
、
二
一
浦
説
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
青
人
草
」
や
「
人

草
」
が
神
の
発
話
の
中
に
の
み
登
場
す
る
言
葉
で
あ
る
と
指
摘
し
、

「
人
の
生
死
と
病
を
起
源
付
け
、
草
と
人
と
が
置
換
可
能
な
神
話
的

次
元
を
関
く
言
葉
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
青
人
草
」
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る

と
、
①
「
人
」
を
「
草
」
に
た
と
え
た
表
現
、
②
「
蒼
生
」
と
い
う

漢
語
を
日
本
語
訳
し
た
表
現
、
③
「
人
」
と
「
草
」
を
同
格
と
す
る

表
現
、
の
三
つ
の
解
釈
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
②
の
「
蒼
生
」
と
い
う
言
葉
は
ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
っ
言
葉
な
の
か
、
ま
た
、
①
③
の
解
釈
の
よ
う
に

「
人
」
を
「
草
L

に
た
と
詠
え
た
り
、
「
人
」
と
「
草
」
を
同
格
と
す
る

の
は
『
古
事
記
』
特
有
の
表
現
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
は
、
先
に
引
い
た
西
郷
説
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

漢
籍
や
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
蒼
生
」
の
用
例
を
検
討
す
る
こ

と
で
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
漢
籍
及
び

『
日
本
書
紀
」

の
「
蒼
生
」

周
知
の
と
お
り
、
「
日
本
書
紀
』
に
は
「
古
事
記
』
と
同
様
、
ま

た
は
類
似
し
た
神
話
が
多
数
収
載
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
『
古

事
記
』
の
A
・
B
と
同
様
の
話
や
「
青
人
草
」
及
び
「
人
草
」
と
い

う
言
葉
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
が
、
「
顕
見
蒼
生
」
と
い
う
語

に
で
つ
つ
し
き
あ
を
ひ
と
く
さ
」
の
訓
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
『
日

本
書
紀
』
に
お
い
て
「
顕
見
蒼
生
」
は
四
例
、
ま
た
、
「
元
元
蒼
生
」

込
は
じ
J

と
い
う
語
が
一
例
あ
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
用
例
を
挙
げ
て
お
く
。

a 

是
の
時
に
保
食
神
、
実
に
己
に
死
れ
旬
。
唯
し
其
の
村
の
頂
に

牛
馬
化
為
り
、
顧
の
上
に
粟
生
り
、
眉
の
上
に
繭
生
り
、
眼
の

中
に
稗
生
り
、
腹
の
中
に
稲
生
り
、
陰
に
麦
と
大
豆
・
小
豆
と

生
り
て
有
り
。
天
熊
人
悉
に
取
り
持
ち
去
に
て
奉
進
る
。
時
に

天
照
大
神
喜
び
て
日
は
く
、
「
是
の
物
は
、
顕
見
蒼
生
の
食
ひ

て
活
く
べ
き
も
の
な
り
」
と
の
た
ま
ひ
、
乃
ち
粟
・
稗
・
麦
・

豆
を
以
ち
て
陸
田
種
子
と
し
、
稲
を
以
ち
て
水
田
種
子
と
し
た

ま
ふ
。
又
因
り
て
天
邑
君
を
定
む
。
即
ち
其
の
稲
種
を
以
ち

て
、
始
め
て
天
狭
田
と
長
田
と
に
殖
う
。
其
の
秋
の
垂
穎
、
八

握
に
莫
莫
然
ひ
て
甚
だ
快
し
。
又
口
の
裏
に
繭
を
含
み
、
便
ち

糸
を
抽
く
こ
と
得
た
り
。
此
よ
り
始
め
て
養
蚕
の
道
有
り
。
保

食
神
、
此
に
は
宇
気
母
知
能
加
微
と
云
ふ
。
顕
見
蒼
生
、
此
に

3 



は
字
-
創
出
刑
制
烏
比
等
久
佐
と
云
ふ
。
(
神
代
上
第
五
段
一
書

第
十
二

b 

乃
ち
称
へ
て
日
は
く
、
「
杉
と
梯
樟
と
、
此
の
両
樹
は
、
以
ち

て
浮
宝
に
す
べ
し
。
檎
は
、
以
ち
て
瑞
宮
の
材
に
す
べ
し
。
械

は
、
以
ち
て
闘
周
到
到
の
奥
津
棄
戸
に
将
ち
臥
さ
む
具
に
す
べ

し
。
夫
れ
峨
ふ
べ
き
八
十
木
種
は
、
皆
能
く
播
き
生
し
つ
」
と

の
た
ま
ふ
。
(
神
代
上
第
八
段
一
書
第
五
)

C 

夫
れ
大
己
責
命
、
少
彦
名
命
と
力
を
裁
せ
心
を
一
に
し
て
、
天

下
を
経
営
り
、
復
顕
見
蒼
生
と
畜
産
と
の
為
は
、
其
の
病
を
療

む
る
方
を
定
め
、
又
鳥
獣
・
見
虫
の
災
異
を
擦
は
む
が
為
は
、

其
の
禁
一
厭
の
法
を
定
め
き
。
是
を
以
ち
て
、
百
姓
今
に
至
る
ま

で
に
成
恩
頼
を
蒙
れ
り
。
(
神
代
上
第
八
段
一
書
第
六
)

d 

一
に
云
は
く
、
磐
長
姫
恥
ぢ
恨
み
て
唾
き
泣
き
て
日
く
、
「
闘

周
到
到
は
、
木
の
花
の
如
く
俄
に
遷
転
ひ
て
衰
去
へ
な
む
」
と

い
ふ
と
い
ふ
。
此
、
世
人
の
短
折
き
縁
な
り
。
(
神
代
下
第
九

段
一
書
第
二
)

e 

二
年
の
春
正
月
の
戊
申
の
朔
に
し
て
壬
子
に
、
詔
し
て
日
は

く
、
「
問
者
、
連
年
に
穀
登
り
、
境
を
接
し
て
虞
無
し
。
元
々

な
る
蒼
生
、
稼
稿
を
楽
し
び
、
業
々
な
る
斡
首
、
飢
鐘
を
免

る
。
仁
風
宇
宙
に
暢
び
、
美
声
乾
坤
を
塞
ぐ
。
内
外
清
通
し

て
、
国
家
殿
富
せ
り
。
朕
、
甚
だ
欣
ぶ
。
大
附
す
る
こ
と
五

日
、
天
下
の
歓
を
為
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
(
安
閑
二
年
春

正
月
戊
申
朔
壬
子
条
)

4 

a
は
五
穀
、

b
は
木
材
、

C

は
病
や
鳥
獣
・
昆
虫
の
災
異
を
逃
れ
る

方
法
、

d
は
人
間
の
寿
命
と
、

a
l
d
の
記
事
は
何
ら
か
の
起
源
を

語
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

e
は
安
閑
天
皇
が
世
の
安
泰
を
歓
ぶ
と

い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

「
顕
見
蒼
生
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
卜
部
兼
方
『
釈
日
本
紀
』

で
は
「
私
記
日
。
問
。
讃
宇
都
志
棋
阿
烏
比
等
久
佐
。
其
義
如
何
。

大
口
。
師
説
。
顕
見
者
見
在
之
義
也
。
人
民
者
是
顕
然
所
在
。
故
云
宇

都
之
支
。
」
と
、
「
蒼
生
」
を
「
人
民
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
は
「
顕
見
者
見
在
之
義
蒼
生
者
斡
首

也
【
百
姓
也
】
」
)
と
あ
る
。
「
斡
首
」
や
「
百
姓
」
は
人
民
や
民
衆
と

い
う
意
味
を
も
っ
漢
語
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』

に
み
え
る
「
蒼
生
」
は
、
古
注
釈
に
お
い
て
す
で
に
人
民
や
民
衆
と

い
う
意
味
で
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
現
代
の
注
釈
で
は
漢
籍
に
「
蒼
生
」
の
語
が
み
え
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
叫

「
蒼
生
」
は
漢
籍
に
散
見
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
早
い
用
例
で
あ

る
「
書
経
』
暴
陶
諜
の
記
事
を
挙
げ
る
。



両
日
く
、
「
食
る
哉
、
帝
。
光
天
の
下
、
海
隅
の
蒼
生
、
寓
邦

の
察
献
に
至
る
ま
で
、
共
に
帝
の
臣
惟
り
。
惟
れ
帝
時
を
翠
げ

よ
。
敷
く
納
る
る
に
言
を
以
て
し
、
明
庶
す
る
に
功
を
以
て

し
、
車
服
は
庸
を
以
て
す
れ
ば
、
誰
か
敢
て
譲
ら
ざ
ら
ん
や
。

-
H十
二

敢
て
敬
一
際
せ
ざ
ら
ん
や
。

こ
の
記
事
は
、
帝
の
徳
が
天
下
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
こ
と
を
説

く
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
蒼
生
」
は
、
青
々
と
し
た
草
木
が
生

ず
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
漢
の
安

帝
の
命
に
よ
り
西
菱
鎮
圧
に
出
陣
し
た
都
鷲
の
功
績
を
た
た
え
た
、

史
孝
山
の
「
出
師
領
」
と
い
う
文
章
に
み
え
る
「
蒼
生
」
に
、
李
善

は
次
の
よ
う
な
注
を
付
し
て
い
る
。

蒼
生
更
始
、
朔
風
愛
楚
。
【
劃

E
1樹
幹
劃
唱
。
尚
書
日•• 

至

子
海
隅
蒼
生
。
朔
、
北
方
也
。
楚
、
南
方
也
。
史
記
、
子
貢
問

楽
日
.. 
舜
弾
五
絃
之
琴
、
歌
南
風
之
詩
、
而
天
下
治
。
対
策

朝
歌
北
部
之
音
、
身
死
因
亡
、
何
也
。
夫
南
風
之
詩
者
、
生
長

之
音
、
舜
楽
好
之
、
天
下
治
也
。
夫
北
者
、
敗
也
。
部
者
、
阻

也
。
材
楽
好
之
、
故
身
死
園
亡
。
】

前
述
し
た
よ
う
に
、
「
斡
首
」
は
人
民
や
民
衆
と
い
う
意
味
を
も

っ
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
「
蒼
生
」
は
青
々
と
し
た
草

木
が
生
ず
る
た
と
え
か
ら
人
民
や
民
衆
と
い
っ
た
意
味
に
転
じ
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
漢
籍
に
お
け
る
「
蒼
生
」

は
、
王
や
国
家
の
支
配
・
統
治
の
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
。

以
上
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
漢
籍
の
「
蒼
生
」

と
『
日
本
書
紀
』
の
「
顕
見
蒼
生
」
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

漢
籍
の
「
蒼
生
」
は
王
や
国
家
と
の
相
対
的
な
存
在
と
し
て
用
い
ら

れ
る
人
民
や
民
衆
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
の

「
顕
現
蒼
生
」
は
、
そ
の
意
味
と
文
脈
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
先
に
引
用
し
た

e
の
用
例
は
も
ち
ろ
ん
、

a
l
d
の

用
例
も
神
か
ら
様
々
な
起
源
を
定
め
ら
れ
、
統
治
さ
れ
る
存
在
と
し

て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
蒼
生
」
は
仏
教
関
係
の
文
献
に
も
散
見
す
る
。
『
日
本

書
紀
』
の
注
釈
書
で
あ
る
清
原
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
に
は
、
「
顕

見
蒼
生
ハ
一
切
衆
生
也
」
と
あ
り
、
仏
教
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
『
日
本
書
紀
抄
」
の
指
摘
以
外
に
仏
教
と
い

う
視
点
か
ら
「
蒼
生
」
を
考
察
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
筆
者

は
、
用
例
が
確
認
で
き
る
以
上
、
仏
教
に
お
け
る
「
蒼
生
」
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

四
、
仏
教
に
お
け
る
「
蒼
生
」

仏
教
に
お
い
て
「
蒼
生
」
は
「
そ
う
じ
よ
う
」
と
読
み
、
「
衆
生
」

と
同
義
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
衆
生
」
は
、
広
義
で
は
生
き
と
し
生

け
る
も
の
や
仏
の
救
済
の
対
象
と
な
る
も
の
を
、
狭
義
で
は
人
間
や

人
び
と
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
仏
教
関
係
の
文
献
に
お
い
て
「
蒼
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生
」
は
、
後
者
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

ま
ず
、
『
高
僧
伝
』
の
鳩
摩
羅
什
に
関
す
る
記
事
を
挙
げ
る
。

十
七
年
二
月
に
至
り
て
、
善
善
玉
、
前
部
玉
等
、
又
堅
に
説
き

て
兵
を
請
ひ
西
伐
せ
ん
と
す
。
十
八
年
九
月
、
堅
、
鴎
続
将
軍

日
光
、
陵
江
将
軍
菱
飛
を
遣
は
し
、
前
部
王
及
び
車
師
王
等
に

将
と
し
て
、
兵
七
寓
を
率
ゐ
、
西
の
か
た
亀
藷
及
ひ
烏
者
諸
国

を
伐
た
し
む
。
発
す
る
に
臨
み
て
、
堅
、
光
を
建
章
宮
に
銭

し
、
光
に
調
ひ
て
日
く
、
「
夫
れ
帝
王
は
天
に
臨
応
じ
て
治
め
、

蒼
生
を
子
愛
す
る
を
以
て
本
と
矯
す
。
山
一
一
旦
其
の
地
を
貧
り
て
之

を
伐
た
ん
や
。
正
に
道
を
懐
く
人
を
以
て
の
故
な
り
。

こ
こ
で
の
「
蒼
生
」
は
、
王
と
し
て
守
り
行
う
べ
き
道
で
あ
る
王
法

に
つ
い
て
の
語
り
に
登
場
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
蒼
生
」
は
漢
籍

の
用
例
と
同
様
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仏
法
に
関
す
る
記
事
に
も
「
蒼
生
」
は
登
場
す

る
の
で
あ
る
。
「
広
弘
明
集
』
に
み
え
る
用
例
を
み
て
み
よ
う
。

然
し
て
理
深
く
趣
遠
け
れ
ば
、
答
一
蹄
を
仮
り
て
後
に
悟
り
、
教

門
の
善
巧
は
、
師
友
に
愚
り
て
方
に
通
ず
。
其
の
教
を
統
ぶ
る

や
、
八
寓
四
干
の
戴
、
二
諦
十
地
の
文
、
祇
園
鹿
苑
の
談
、
海

殿
龍
宮
の
旨
、
玉
諜
金
書
の
字
、
七
慮
八
舎
の
言
、
至
道
を
百

王
に
垂
れ
、
玄
風
を
寓
古
に
扇
一
が
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
。

如
語
賓
語
不
思
議
な
り
。
近
く
は
則
ち
園
を
安
ん
じ
民
を
利

し
、
遠
く
は
則
ち
凡
を
超
へ
聖
を
誼
す
。
故
に
能
く
形
六
道
に

偏
く
、
教
十
方
に
満
ち
、
賓
に
世
界
の
一
一
踊
田
漏
り
。
蓋
し
是
れ

I
l
-
-

在
1
五〉

蒼
生
の
蹄
慮
な
り
。
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こ
の
記
事
は
、
唐
代
の
僧
侶
で
あ
る
法
琳
が
仏
教
弁
護
の
立
場
か
ら

仏
の
功
徳
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
蒼
生
」
は
、
仏
教
の

教
理
に
帰
依
す
る
人
ぴ
と
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
関
係
の
文
献
に
お
け
る
「
蒼
生
」
は
、
王
法

と
の
相
対
関
係
と
い
う
漢
籍
と
同
様
の
用
例
と
、
仏
法
と
の
相
対
関

係
と
い
う
用
例
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

『
古
事
記
」
に
お
い
て
人
聞
を
意
味
す
る
「
青
人
草
」
と
い
う
言

葉
は
、
「
人
」
を
「
草
」
に
た
と
え
る
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
を
同
格

と
す
る
表
現
、
ま
た
は
、
漢
籍
に
み
え
る
「
蒼
生
」
を
日
本
語
訳
し

た
表
現
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
先
行

研
究
を
ふ
ま
え
、
『
日
本
書
紀
抄
」
以
降
ふ
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

仏
教
に
お
け
る
「
蒼
生
」
の
用
例
も
視
野
に
入
れ
考
察
を
試
み
た
。

漢
籍
の
「
蒼
生
」
は
、
王
や
国
家
に
対
す
る
人
民
や
民
衆
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
仏
教
関
係
の
文
献
に
み
え
る
「
蒼
生
」
は
、

漢
籍
的
な
用
法
で
あ
る
王
法
に
対
す
る
用
例
と
、
仏
教
の
教
理
に
帰



依
す
る
と
い
っ
た
仏
法
に
対
す
る
用
例
の
ふ
た
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
大

別
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
蒼
生
」
と
は
、
支
配
と
被
支
配
や
統
治
と

被
統
治
と
い
う
相
対
関
係
の
中
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ

は
仏
教
側
の
知
性
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
漢
籍
の
「
蒼
生
」
及
び
仏
教
関
係
の
文
献
に
み
え

る
「
蒼
生
」
と
『
古
事
記
」
の
「
青
人
草
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、

ま
ず
、
『
古
事
記
』
は
仏
法
的
な
用
法
は
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
は
天
皇
を
中
心
に
据
え
る
『
古
事
記
』
の
編
纂

意
図
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
大
別
し
た
う
ち
で
は
、
漢
籍
の

「
蒼
生
」
や
王
法
的
な
「
蒼
生
」
の
用
法
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
「
青
人
草
」
は
平
定
さ
れ
る
以
前
の
「
葦
原
中
国
」
に
す
で

に
存
在
し
て
い
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る
た
め
、
相
対
す
る
存
在
を

欠
い
て
い
る
。

よ
っ
て
、
漢
籍
の
「
蒼
生
」
や
仏
教
関
係
の
文
献
に
み
え
る
「
蒼

生
」
と
「
青
人
草
」
と
で
は
意
味
が
異
な
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
「
青

人
草
」
と
表
記
さ
れ
る
問
題
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後

は
表
記
の
問
題
も
含
め
、
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

【
注
}
(
注
一
)
「
青
人
草
」
の
発
生
が
記
述
さ
れ
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、

神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀
「
古
事
記
注
解
』

2
、
一
九
九
三

年
、
笠
間
書
院
に
「
古
事
記
が
語
ろ
う
と
す
る
の
は
、
神
の

世
界
↓
神
に
つ
な
が
る
天
皇
を
中
心
と
し
た
世
界
、
で
あ
っ

て
、
人
間
一
般
は
問
題
と
は
し
な
い
。
神
に
つ
な
が
る
も

の
と
、
「
青
人
草
」
に
発
す
る
人
間
と
、
現
実
世
界
の
存
在

は
、
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
、
い
わ
ば
別
の
も
の
な
の
で
あ

る
。
古
事
記
が
語
る
の
は
前
者
で
あ
り
、
後
者
は
問
題
の
外

に
あ
る
。
そ
れ
が
古
事
記
の
主
題
性
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

(
注
一
一
)
『
古
事
記
』
の
本
文
引
用
に
際
し
て
は
、
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
同
『
古
事
記
』
(
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
、

一
九
九
七
年
、
小
学
館
)
を
使
用
し
た
。
な
お
本
稿
に
お
け

る
引
用
に
際
し
て
は
読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
て
適
宜
旧
字
を

新
字
に
改
め
た
。

(
注
三
)
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
(
大
野
晋
、
『
本
居
宣
長
全
集
』

第
九
巻
、
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
)
。

(
注
四
)
西
郷
信
網
『
古
事
記
注
釈
』
第
一
巻
、
二

O
O
五
年
、
筑

摩
書
房
。

(
注
五
)
一
一
一
浦
佑
之
『
神
話
と
歴
史
叙
述
』
、
一
九
九
八
年
、
若
草
書

房
、
『
古
事
記
講
義
』
、
二

O
O
三
年
、
文
義
春
秋
、
『
日
本

古
代
文
学
入
門
』
、
二

O
O
六
年
、
幻
冬
舎
な
ど
。

(
注
六
)
猪
股
と
き
わ
「
草
木
と
人
と
『
古
事
記
』
の
神
話
的
思

考
l
」
(
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
「
日
本
神
話
を
ひ
ら
く

「
古
事
記
」
編
纂
一
三
一
O
O
年
に
寄
せ
て
|
第
9
回
一
フ
エ

リ
ス
女
学
院
大
学
日
本
文
学
国
際
会
議
|
』
、
二

O
二二

年
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
)
。
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(
注
七
)
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
引
用
に
際
し
て
は
、
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
2

「
日
本
書
紀
①
』
(
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次

郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
、
一
九
九
四
年
、
小

学
館
)
及
び
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
3

『
日
本
書
紀

②
』
(
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・

毛
利
正
守
、
一
九
九
六
年
、
小
学
館
)
を
使
用
し
た
。

(
注
入
)
卜
部
兼
方
「
釈
日
本
紀
』
巻
十
六
秘
訓
一
神
代
上
(
黒
板

勝
美
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
八
巻
『
日
本
書
紀
私
記
釈

日
本
紀
日
本
逸
史
」
、
一
九
一
一
一
一
一
年
、
吉
川
弘
文
館
)
。

(
注
九
)
一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
三
十
五
ウ
(
天
理
図
書
館

善
本
叢
書
和
本
之
部
編
集
委
員
会
、
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
和
書
之
部
第
二
十
七
巻
「
日
本
書
紀
纂
疏
日
本
書
紀

抄
」
、
一
九
七
七
年
、
八
木
書
庖
)
。
引
用
に
際
し
て
注
は

ロ
で
括
っ
た
。

(
注
十
)
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
な
ど
。

(
住
十
一
)
『
書
経
』
泉
陶
諜
(
加
藤
常
賢
、
新
釈
漢
文
大
系
第

二
十
五
巻
「
書
経
(
上
)
』
、
一
九
八
三
年
、
明
治
書
院
)

(
注
十
三
)
史
孝
山
「
出
師
煩
」
(
〔
梁
〕
粛
統
編
〔
唐
〕
李
善
注
『
文

選
』
第
五
冊
、
一
九
八
六
年
、
上
海
古
籍
出
版
)
。
引
用
に

際
し
て
注
は
ロ
で
括
っ
た
。

(
注
十
三
)
清
原
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
下
三
十
オ
(
天
理
図
書

館
善
本
叢
書
和
本
之
部
編
集
委
員
会
、
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
和
書
之
部
第
二
十
七
巻
『
日
本
書
紀
纂
疏
日
本
書
紀

抄
』
、
一
九
七
七
年
、
八
木
書
庖
)

0

(
注
十
四
)
『
高
僧
伝
」
第
二
巻
・
鳩
摩
羅
什
一
(
岩
野
異
雄
『
国
訳

一
切
経
』
史
伝
部
七
、
一
九
三
六
年
、
大
東
出
版
社
)
。

(
注
十
五
)
大
唐
西
明
寺
沙
門
得
道
宣
撰
『
広
弘
明
集
』
巻
第

十
一
・
静
惑
篇
第
二
之
七
、
沙
門
稗
法
琳
「
傍
突
の
仰
借
を

廃
す
る
事
に
釘
ふ
弁
に
啓
」
十
二
・
備
の
功
徳
(
岩
野
巽
雄

『
国
訳
一
切
経
』
護
教
部
二
、
一
九
三
六
年
、
大
東
出
版
社
)
。
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[
付
記
]

本
稿
は
、
二

O
一
六
年
十
一
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
「
大
東
文
化

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
院
生
研
究
発
表
会
」
(
於

大
東
文
化
大
学
)
で
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
日
ご
教
示
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


